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著誓
交流理論
朝倉書店(194の
共著者:本多波雄
過渡現象論
朝倉書店(1973)
電気音響工学1,Ⅱ
オーム社(1963)
共著者:二村忠元,奥田嚢介,曽根敏夫
作
電子計算機原論1
丸善(1俳7)
共著者:高橋理
目
電子計算機原論Ⅱ
丸善(198の
共著者:高橋理
録
音縛工学
コロナ社(1982)
ディジタル信号処理
部分執筆
電子通信学会(1975)
共著者:宮川洋,辻井重男,鎌田一雄,金子尚志,小島敬基,石井光雄,
須貝恒久,原島博
1
FFT アナライザ活用マニュアル
城戸編著
日本プラントメンテナンス協会(1984)
共著者.押谷イ吊,笠井実,神田雄一・,熊谷正純,高田祥三,俺瀬
2 チャンネノレ FFT アナライザ活用マニュアル 1,Ⅱ
城戸編著
日本プラン
共著者
ディジタル信号処理入門
丸善 a985)
トメンテナンス協会 a985)
滋,江端正直,岡田政典,
音声の合成と認識
オーム社(198田
忠,竹林洋一,橘秀樹,
笠井実,
新野文達,
佐竹友二,
衞山慶明,
中
」【D、
鈴木靖,鈴木陽・ー,
吉田和夫
?
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2研 究 論 文
電 気 音 響 ・ 建 築 音 響 ・ 騒 音 制 御 関 係
学 会 誌 等 論 文 ・ 解 説
円 錐 型 動 電 拡 声 器 の 研 究
日 本 音 瓣 学 会 誌  7 巻 1 号  a 9 5 D
共 著 者 : 松 井 , 柴 山 , 二 村
紙 の 弾 性 常 数 に 関 す る 模 型 的 考 察
日 本 音 繹 学 会 誌  1 0 巻 3 号 ( 1 9 5 4 )
共 著 者 : 二 村
室 の 音 粋 特 性 の 側 定 装 置
日 本 音 糾 学 会 誌  1 0 巻 4 号 ( 1 9 5 4 )
共 著 者 : 菅 井 , 松 井 、 三 村
電 力 用 変 圧 器 の 騒 音 に 対 す る 防 音 壁 の 設 計 に つ い て
電 気 学 会 雑 誌  7 5 巻 8 0 0 号  a 9 5 5 )
共 著 者 : 福 島 , 柴 山 , 菅 井 , 板 水 , 石 垣 , 二 村
消 音 器 の 内 部 に お け る 吸 音 物 の 効 果 ( そ の 1
日 本 音 粋 学 会 誌  1 4 巻 4 ・ 弓 ( 1 9 5 8 )
共 著 者 : 福 田 , 二 村
消 音 器 の 内 部 に お け る 吸 音 物 の 効 果
( そ の 2  容 桜 部 内 の 装 悦 容 易 な 吸 音 物 の 室 を も つ 場 合 の 消 音 効 巣 )
日 本 音 轡 学 会 誌  1 6 巻 1 号  a 9 6 の
共 著 者 : 福 田 , 二 村
簡 単 な 振 幅 制 限 素 子 を も つ 防 振 機 構 に つ い て
日 本 音 粋 学 会 誌  2 1 巻 2 号 ( 1 9 6 5 )
共 著 者 : 商 山 , 二 村
塵 芥 焼 釦 工 場 の 騒 音 公 害 と そ の 解 決
産 業 公 害  V 0 1 . 4 ,  N O . フ ( 1 9 6 8 )
直 線 配 列 音 源 の 近 傍 音 場 特 性
日 本 音 粋 学 会 誌  2 6 巻 3 号 ( 1 9 7 の
共 著 者 : 後 藤 , 若 菜
容 枯 部 壁 面 の 高 音 に 対 す る 吸 音 効 果 )
曲 線 配 列 ・ 音 源 の 一 設 計 法 と そ の 近 傍 音 場 音 圧 分 布
日 本 音 辨 学 会 誌  2 6 を 4 号  a 9 7 の
共 著 者 : 後 慨 , 若 菜
,
騒 音 ・ 振 動 の 側 定 法 と 側 定 装 逃
音 糾 技 術  V 0 1 . 5 ,  N O . 1 ( 1 9 7 の
小升ラエンジンのハ゜ツケージに関する研究
日本機械学会論丈集 377号(197フ)
共著者:福田
騒音・振動の側定と分析
日本機械学会誌 80巻708号(197フ)
A study ofthe packaglng of a smaⅡ Engine
(2nd Report Theoretica11nvestigation of the sound lnsulation Effect
Of package)
BU11etin of the JSME, V01.21, NO.159 (1978)
共著者: Fukuda
Stable Method for Active canceHation of Duct Noise by synthesi2ed sound
Transactions of the ASME V01.109 (1987)
Journal of Acoustlcs, stress, and Re11ability ln Deslgn
共著者: Morikawa, Abe
騒音予側の現状と課題
騒音制御 12巻3・号 a988)
アクティブコントロールの現状と将来
騒音制御 12巻4号 Q988)
Active Reduction of Noise by Additional Nolse source and lts Limit
T,ansactions of the ASME, V01.111 (1989)
Journal of Acoustlcs, stress, and Reliability in Deslgn
共著者: Kanai, Abe
3
音声・言語・聴覚・心理音響
学:^誌響三i兪文・解盲兒
音の評価に使われることは'の分析
日本音粋学会誌18巻6・弓(1962)
共著者:曽根,二村
スピーカの最低共振を変化し九ときの音質の弁別
日本音粋学会誌20巻4号(1964)
共著者:曽根,二村
年令性別による日本語5母音のピッチ周波数とホルマント周波数の変化
日本音瓣学会誌24巻6号(1968)
共著者:粕谷,鈴木
4A  c o n s i d e r a t i o n  o n  s e g m e n t a t l o n  o f  s p o k e n  w o r d s
日 本 音 瓣 学 会 誌 2 6 巻 7 号 ( 1 9 7 の
共 著 者 : 板 橋 , 牧 野
単 語 中 の 幾 つ か の 子 音 の 辞 書 に よ る 識 別
電 子 通 信 学 会 誌  V 0 1 . 5 4 、 C  N O . 1 ( 1 9 7 1 )
共 著 者 : 板 橋 , 鈴 木
日 本 語 の 高 ひ ん 度 単 語 の 音 形 上 の 幾 つ か の 特 徴
電 子 通 信 学 会 誌  V 0 1 . 5 4 、 C ,  N O . 5  ( 1 9 7 1 )
共 著 者 : 板 橋 , 鈴 木
辞 書 と 音 形 規 則 を 利 用 し た 単 語 音 声 の 認 識
日 本 音 響 学 会 誌  2 7 巻 9 号  a 9 7 D
共 著 者 : 板 橋
R e t e n t i o n  c u r v e  o f  s h o r t ・ T e r m  M e m o r y  o f  v o w e l
T h e  J o u r n a l  o f  血 e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 0 ,  N O . 1 2  ( 1 9 7 4 )
共 著 者 :  K a n a m o r i
A n  A c t i v e  M o d e l f o r  E x t r a c t l o n  o f  N a s e l i t y  a n d  l t s  p e r c e p t u a ]  E v a l u a t i o n
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 0 ,  N O . 1 2  ( 1 9 7 4 )
共 著 者 :  T e k e u c h i ,  K e s u y a
P s y c h 0 1 0 g i c a l  A u d i t o r y  D e s c r l p t i o n  o f  F o r m e n t  F r e q u e n c y  a n d
R e c o g n l t i o n
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 1 ,  N O . 2  a 9 7 5 )
共 著 者 :  K e n a m o r i ,  s h i 牙 e n o
C o n t e x t  e f f e c t  l n  p e r c e p t i o n  o f  v o w e l s  l n  v c v  s y 1 1 a b l e s
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 1 ,  N O . 4  ( 1 9 7 5 )
共 著 者 :  K a n a m o r i
A r t i c u l a t o r y  c h a r a c t e r l s t l c s  a s  a  c u e  f o r  t h e  p e r c e p t l o n  o f  B i l a b l a l s
/ b ,  W ,  m /
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 1 ,  N O . 4  ( 1 9 7 5 )
共 著 者 :  T a k e u c h i ,  K a s u y a
鼻 音 性 の 音 響 関 連 量 に つ い て
日 本 音 粋 学 会 誌  3 1 巻 5 号  a 9 7 5 )
共 著 者 : 竹 内 , 粕 谷
心 理 的 聴 空 間 を 用 い 九 連 続 音 声 中 の 厩 音 認 識
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . 5 8 、 D ,  N O . 8  ( 1 9 7 5 )
共 著 者 : 金 森
音 声 認 識 の 現 状
電 気 学 会 雑 誌  V 0 1 . 9 2 ,  N O . 9  ( 1 9 7 2 )
V o w e l
A Method for vowel Rec0宮nitlon by use of the characterlstlcs
On perception cf volvel
日本音響学会誌31巻Ⅱ号 a975)
共著者: Kanamori
A Method for Extraction of the spectral cues of Nasal consonants
日本音響学会誌31巻12号(1975)
共著者: Takeuchi, Kasuya
音声スペクトルの口ーカルピークの静特性のもつ音韻恬蝦に関する検討
ースペクトルの口ーカルピークを用いた単語音声中の音韻情報の抽出(そのD
日本音響学会誌認巻1・号(1976)
共著者:松岡
母音知覚における音素環境の影響
日本音粋学会誌 32巻1号(1976)
共著者:金森
音声スペクトルの口ーカルピークの静特性のもっ音韻情報に関する検討
ースペクトルの口ーカルピークを用い九単語音声中の音韻情報の抽出(その1)
日本音纓学会誌32巻1号 a976)
共著者:松岡
Perception of vowel stimuli characterlzed by Time・varylng
Frequency
日本音響学会誌 32巻4号(1976)
尹ξ著者: Kanamori
Representation of phoneme Group by 9 dimentlonal vectors
and its APP11Catlon to speech Recognltlon
日本音粋学会誌 32巻7号(1976)
共著者: Matsuoka
5
Formant Frequencles of Ben曾ali vowels uttered 】n lsolatlon
日本音粋学会誌 32巻8号(1俳6)
共著者、 pramanik
Recogntition of spoken words by use of spectral peaks and its Evaluatlon
日本音粋学会誌 32巻8号(1976)
共著者: Matsuoka
音声スペクトルの口ーカルピークの動特性の検討と単語音声認識への利用
ースペクトルの口ーカルピークを用いた単語音声中の音韻情祁の抽出(その2)
日本音響学会誌 33巻1号 a97フ)
共著者:松岡
鼻音のスペクトルに及ぼす鼻副鼻腔の影響
日本音響学会i' 33巻4号(197フ)
共著者:竹内,柏谷
Formant
6O n  t h e  F o r m a n t  F r e q u e n c i e s  o f  B e n g a l i  v o w e l s  l n  c o n n e c t e d  s p e e c h
日 本 音 瓣 学 会 誌  3 3 巻 5 号 ( 1 9 7 フ )
共 著 者 :  p r a m a n i k
最 近 の 音 声 認 識 と そ の 実 用 化 に お け る 諸 問 題
精 密 機 械  V 0 1 . 4 4 ,  N O . 2  ( 1 9 7 8 )
音 声 ス ペ ク ト ル の 概 略 形 と そ の 動 特 性 を 利 用 し た 単 語 音 声 認 識 シ ス テ ム
日 本 音 警 学 会 誌  3 4 巻 3 号 ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 三 輪 , 新 津 , 牧 野
雑 音 中 の 音 声 の ホ ル マ ン ト 周 波 数 抽 出
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . フ ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山
S p o k e n  w o r d  R e c 0 曾 n l t i o n  s y s t e m  f o r  u n l i m i t e d  A d u l t  M a l e  s p e a k e r s
T H E  T R A N S A C T I O N S  O F  T H E  I E C E  O F  J A P A N  V 0 1 . E 6 1 ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 :  M a t s u o k a ,  M i w a ,  M a k i n o
変 形 コ ム リ フ タ に よ る ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山
コ ム リ フ タ を 用 い ナ こ ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 釘 8 )
共 著 者 : 大 山 , 片 桐
周 波 数 の 非 線 形 変 換 に よ る へ り ウ ム 音 声 の 修 復
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 1 1 ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 鈴 木 , 大 山
単 語 音 声 自 動 認 識 に お け る 言 語 情 報 の 一 利 用 法
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 2 、 D ,  N O . 1  a 9 7 9 )
共 著 者 : 新 津 , 三 輪 , 牧 野
近 距 酢 単 語 闇 の 識 別 に 必 要 な 音 素 対 の 性 質
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 2 、 D ,  N O . 8  ( 1 9 7 9 )
共 著 者 : 牧 野
J 路 泉 形 ス ペ ク ト ル マ ッ チ ン グ に よ る 単 語 音 声 認 識 の 一 方 式
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 4 、 D ,  N O . 1 ( 1 9 8 1 )
共 著 者 : 三 輪 , 小 原 , 牧 野
判 別 分 析 に よ る 音 素 の 特 徴 抽 出
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 5 、 A  N O . 1 2  ( 1 9 8 2 )
共 著 者 : j 1 位 揣 , 牧 野
A r t i c u l a t o r y  p a r a m e t e r s  f o r  t h e  p e r c e p t l o n  o f  B i l a b i a l s
P h o n e t i c a  3 9  ( 1 9 8 2 )
共 著 者 :  K a s u y a ,  T a k e u c h i ,  s a t o
時問一周波数パタンを用いた無声破裂音の認識
日本音響学会誌 39巻5号(1983)
共著者:井出,牧野
Recognition of isoleted Koreen dlglts uslng band pass filters based on FFT
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 4,4 (1983)
共著者: K.T.Kim, J.Miwa
音韻論的特徴量を用いた4層形子音認識モデル
電子通信学会論文誌 J61、D, NO.1(1984)
共著者:J1位噐,牧野
Recognltlon of vowels in Japenese words uslng spectra110cal peaks
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 5,4 (1984)
共著者: K.T.Kim, Makino
スペクトルの口ーカルピークを用い九不特定成人男性話者を対象とする単語音声認識シス
テム
電子通信学会論文誌 J61、D, NO.11(1984)
共著者:牧野,川端,三輪
1旨J司言忍諦1
重回帰モデルによる後続音との調音結合を考慮した有声破裂音の認識
電子通信学会論文誌 VOL.J69、A, NO.3(1985)
共著者:岡田,牧野
Speaker independent word recognltion system based on phoneme recognltlon
for a large size (212 Words) vocabulary
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 6,3 (1985)
共著者: Makino, Homma
7
VOL.4, NO.2 (1985)
FFTスペクトルの口ーカルピークを用い九母音認識
日本音響学会誌41巻12号(1985)
共著者:池田,青木,古賀,金
自動車車内騒音下単母音認識におけるA特性付加の効果
日本音響学会誌41巻12号(1985)
共著者:青木,池田,古賀,金
RECOGNITION OF PHONEMES USING TIME、SPECTRUM PATTERN
Speech communication, North H011and,5,2 (1986)
共著者: Makino
音像定位制御による聴覚を通しての画像情穀伝達ーマーカ音付加による表示効率の改善一
日本音響学会誌 42巻9号(1986)
共著者汗尹東,米沢
シミュ
??、
8点 音 像 に よ る 恬 報 伝 達 の 基 礎 的 検 討
電 子 通 信 論 文 誌  V O L . J 6 9 、 A ,  N O . 9 ( 1 9 8 の
共 著 者 汗 尹 東 , 米 沢
R e c o g n l t l o n  o f  s t o p  c o n s o n a n t s  l n  J a p a n e s e  w o r d s  u s ] n 宮  1 0 c a l  s p e c t r a l  p e a k s
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E ) フ , 6  ( 1 9 8 の
共 著 者 :  K i m ,  M a k i n o
ス ペ ク ト ル の 時 問 変 化 ハ ゜ タ ー ン に よ る 語 頭 音 素 の 識 別
電 子 恬 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 0 ・ A ,  N O . 8 ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 岡 田 , 牧 野
単 誥 中 の 鼻 子 音 , 破 裂 子 音 の ス ペ ク ト ル 時 系 列 に 含 ま れ る 変 動 要 因 の 分 析
電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 0 、 A ,  N O . 1 0  a 9 8 7 )
共 著 者 : 岡 田 , 牧 野
構 文 駆 動 型 D P 法 に よ る 連 続 音 声 中 か ら の 活 用 語 の ス ポ
ソ テ ィ ン ク
電 子 恬 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 1 、 D ,  N O . 1 2 ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 岡 田 , 伊 藤 , 牧 野
ス ペ ク ト ル の 傾 斜 と 口 ー カ ル ピ ー ク を 用 い た 語 中 母 音 の 認 識
日 本 音 響 学 会 誌  U 巻 3 号  a 9 8 8 )
共 著 者 : 古 賀 , 牧 野
A  m e t h o d  o f  s p e e c h  r e c o r d i n g  l n  a  n o i s y  e n v l r o n m e n t  c e u s e d  b y  v l b r a t i o n  o f
P a n e l
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  9 , 3  ( 1 9 8 8 )
J 七 著 者 :  s h i m a ,  C . K i m ,  Y u a s a ,  K a n a i ,  A b e
音 素 判 別 フ ィ ル タ の 出 力 統 合 に よ る 音 索 認 識 法
電 子 恬 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 1 ・ D ,  N O . 6 ( 1 9 8 8 )
共 著 者 : 盛 合 , 牧 野
A n a l y s i s  a n d  r e c o a n l t l o n  o f  K o r e a n  l s o l a t e d  v o w e l s  u s l n g  f o r m a n t  f r e q u e n c y
J .  A o u c s t .  S O C .  J p n . ( E )  9 , 5  ( 1 9 8 8 )
共 著 者 :  c h u n g ,  M a k i n o
標 凖 バ タ ー ン の 時 間 軸 掃 引 に よ る 音 素 区 問 か ら の 破 製 子 ・ 音 , 鼻 子 音 の 認 識
屯 気 学 会 論 文 誌 C  I 0 8 巻 1 0 号  a 9 8 8 )
共 著 者 : 井 出 , 牧 野 , 右 森
文 節 ス ポ ッ テ ィ ン グ に 基 づ く 日 本 語 文 音 声 の 認 識
電 気 学 会 論 文 誌 C  I 0 8 巻 1 0 号 ( 1 9 8 8 )
共 著 者 : 岡 田 , 松 尾 , 伊 際 , 小 川 , 牧 野
母 音 認 識 に お け る ス ペ ク ト ル の 2 値 化 の ー 一 方 法
日 本 音 粋 学 会 誌 " 巻 1 0 号 ( 1 9 8 8 )
共 著 者 : 古 賀 , 牧 野
On the listenln宮 tests uslng natura] speech of 8 Korean vowels
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 9,6 (1988)
共著者: chung, Makino
LPCスペクトルの口ーカルピークを用いた母音認識
日本音瓣学会誌 44巻12号 a988)
共著者:池田'艘邊
ローカルピークによる語中母音の認識率改善の・一方法
日本音粋学会誌45巻4号(1989)
共著者:古賀,牧野
スペクトルの時間変化,ローカル・ピーク,傾斜を利用した
破裂子音の検出と認識の検討
日本音響学会誌45巻7号 a989)
共著者:廖,牧野
デーヴァナーガリ文字における類イ以した文字の識別法
電子情報通信学会論文誌 V01.J72、D、Ⅱ, NO.9,(1989)
共著者:鈴木,金井,牧野,川添
韓国語破製子音の分析と認識
電子恬報通信学会論文誌 V01.J72・A, NO.10,(1989)
共著者:鄭,牧野,寸二
切出しと認識を同時に行う活字デーヴァナーガ'リ文献の認識法
電子情級通信学会論文誌 V01.J72、D・Ⅱ, NO.10,(1989)
共著者:鈴木,金井,牧野,川添
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ディジタルフィルタ(1),(1D,(ⅡD
日本音警学会誌 27巻4~6号(197D
計測.信号処理・パターン処理・計算機応用
学会ι志等i兪文・角、早説、芋
焔還制御を用い九測定用音源
電子通信学会論文誌 V01.51・A, NO.8 a968)
共著者:小坂,斧田
球士.の多重音源による定音圧音場の構成
日本音瓣学会誌24巻4号 a968)
共著者:若菜
高速フーリエ変換について
電子通信学会誌 V01.52, NO.Ⅱ2 (1969)
1 0
デ ィ ジ タ ル フ ィ ル タ と そ の 応 用
計 側 と 制 御 第 1 1 巻 第 9 号 ( 1 9 7 2 )
音 響 学 の 研 究 に お け る 電 子 計 算 機 の オ ン ラ イ ン 利 用
日 本 音 響 学 会 誌  2 9 巻 1 号 ( 1 9 7 3 )
研 究 ・ 技 術 こ れ か ら ? 電 気 音 粋
電 子 通 信 学 会 誌 第 5 8 巻 5 号  a 9 7 5 )
新 し い 計 側 器 を 使 っ ナ ゴ 則 定 法 ー デ ィ ジ タ ル 技 術 の 利 用
音 響 技 術  V 0 1 . 4  ( 1 9 7 5 )
高 速 フ ー リ エ 変 換 と そ の 応 用 〔 1 〕 , 〔 Ⅱ 〕 , 〔 Ⅲ 〕 ,
電 子 通 信 学 会 誌 第 5 9 巻 3 号 , 5 号 , 6 号 , フ ・ 号
変 形 コ ム リ フ タ に よ る ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山
コ ム リ フ タ を 用 い た ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V O ] . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山 , 片 桐
E f f e c t s  o f  t i m e  w i n d o w  o n  t h e  e s t i m a t i o n  o f  c o h e r e n c e  f u n c t i o n  f o r  t h e  s y s t e m
W l t h  d e l a y
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  1 , 1  ( 1 9 7 9 )
共 著 者 :  T a k e b a y a s h i
移 動 マ イ ク ロ ホ ン を 用 い た 指 向 性 ス ペ ク ト ル 分 析 シ ス テ ム
日 本 音 粋 学 会 誌  3 5 巻 6 号 ( 1 9 7 の
共 著 者 : 石 亀 , 安 倍
( 1 9 7 6 )
残 饗 が 長 い 系 の 伝 達 特 性 の 測 定 ( 狭 帯 域 化 デ ィ ジ タ ル 処 鏗 の 利 用 )
日 本 音 響 学 会 誌  3 5 巻 Ⅱ 号 ( 1 9 7 9 )
共 著 者 : 竹 林 , 伊 藤
複 索 ケ プ ス ト ラ ム を 用 い 六 並 列 伝 送 路 の 伝 達 関 数 の 推 定
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 3 、 A ,  N O . 8 ( 1 9 8 の
共 著 者 : 竹 林 , 稲 川
残 差 ス ペ ク ト ル に よ る 複 数 経 路 を 含 む 系 の 伝 達 関 数 の 推 定
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 3 、 A ,  N O . 9 ( 1 9 8 の
共 著 者 . 竹 林 , 稲 川
I n v e s t i g a t i o n  o f  t h e  t i m e  w l n d o w  f o r  f r e q u e n c y  a n a l y s l s  c o n s l d e r i n g  a u r a l
m a s k l n g
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  1 , 2  ( 1 9 8 の
共 著 者 :  H a r a
Ⅳ ・ 完
〕
?
音の問題へのアプローチ
計測と制御第19巻第3号 a98の
Revolvlng mlcrophone system for estimatln目 the dlrection and spectrum of
Incldent sound
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 2,1 (1981)
共著者: Abe,1Shigame
A new method of cepstrum analysls uslng comb type quefrecncy wlndow
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 2,3 (1981)
共著者: ohyama, Kata宮iri
An apP11Catlon of composlte complex slnusoldal mode11ng to the estimation
Of direction and spectra of an lncldent plane wave
J.Acoust. SOC. Jpn.(E) 3,4 (1982)
共著者: Abe
測定用パルス放電音源の提案
日本音響学会誌如巻3号(1984)
共著者:柴山,福永
ハ゜ノレス放電の安定性に関する検討
日本音響学会誌40巻 6号(1984)
共著者:柴山,福永
音響学とコンピュータ
日本音響学会誌 41巻1号 a985)
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パーソナノレコンピュータの信号処理ソフトウェア
日本音響学会誌41巻9号(1985)
共著者:安倍
パーソナルコンピュータ利用音響データ収録システム
日本音響学会誌41巻12号(1985)
共著者:古賀,青木,池田
Detection and discrimination of flaws ln baⅡ bearln曾S by vlbratlon analysls
J. Acoost. SOC. Jpn.(E)フ,2 (198の
共著者: Kanei, Abe
Detection of S11ght defects ln ba11 bearings by non・perlodlc analysls
J. Acoust. SOC. Jpn.(E)フ,4,(1986)
共著者: Kanai, Abe
A method of estlmatlng the contributlon factors of a sound source,
Uslng envelopes of band-passed S1宮nals
J. Acoust、 SOC. Jpn.(E)フ.4,(198の
共著者:1toh, Noto, Abe
1 2
I n v e s t i g a t i o n  o f  t h e  e f f e c t  o f  a  t l m e  w l n d o w  o n  t h e  a c c u r a c y  o f  a n  e s t l m a t e d
I m p u l s e  r e s p o n s e
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E ) フ , 5  ( 1 9 8 の
共 著 者 :  A b e ,  C . K i m
I n v e s t i g e t i o n s  o n  t h e  m e t h o d  f o r  t h e  e s t i m a t i o n  o f  i m p u l s e  r e s p o n s e  u s l n 宮  a
r e c t a n 宮 U l a r  p u l s e
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E ) フ , 5 , ( 1 9 8 6 )
共 著 者 :  C . K i m ,  A b e
A c c u r a t e  e s t l m a t l o n  o f  t h e  s u r f a c e  r o u g h n e s s  o n  t h e  r o H l n g  r l n g  l n  a  b a 1 1
b e a r l n g  b y  v l b r a t l o n  a n a l y s l s
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E ) フ , 6  ( 1 9 8 6 )
共 著 者 :  K a n a i ,  A b e
E s t i m a t i o n  o f  t h e  s u r f a c e  R o u g h n e s s  o n  t h e  R a c e  o r  B a 1 1 S  o f  B a H  B e a r l n g s
b y  v i b r a t i o n  A n e l y s l s
T r a n s a c t i o n s  o f  t h e  A S M E  V 0 1 . 1 0 9  ( 1 9 8 7 )
共 著 者 :  K a n a i ,  A b e
A c c u r a t e  A u t o r e g r e s s l v e  s p e c t r u m  E s t i m a t l o n  a t  L o w  s i g n a l ・ t o ・ N o l s e  R a t l o
U s i n g  a  p h a s e  M a t c h l n 宮  T e c h n l q u e
I E E E  T R A N S .  A S S P  V 0 1 . A S S P 、 3 5 ,  N O . 9  ( 1 9 8 7 )
共 著 者 :  K a n a i
円 弧 状 配 列 マ イ ク ロ ホ ン の 感 度 の 空 間 分 布 に 関 す る 実 験 的 検 討
日 本 音 誓 学 会 誌 賜 巻 1 0 号 ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 東 , 打 越
音 饗 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 を 主 目 的 と す る 高 速 演 算 装 貴 μ K I D O C H
情 帳 処 理 学 会 論 文 誌 第 2 8 巻 第 1 2 号 ( ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 安 倍 , 嶋 , 上 田 , 金 井 , 牧 野
デ ィ ジ タ ル フ ィ ル タ 入 門 講 座
デ ィ ジ タ ル フ ィ ル タ の 原 理 ( そ の  D , ( そ の  2 ) , ( そ の  3 ) , ( そ の  4 )
日 本 音 縛 学 会 誌  4 3 巻 4 号 , 5 号 , 6 号 , 7 号  a 9 8 7 )
振 動 再 獣 斤 忙 よ る 精 密 ボ ー ル ベ ア リ ン グ の 自 動 診 断 シ ス テ ム の 開 発
E N G I N E E R S  N O . 4 7 1  ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 金 井 , 安 倍
A  n e w  c r o s s  s p e c t r a l  m e t h o d  t 0  1 0 c a t e  s o u n d  s o u r c e s  l n  o n e  d i m e n s l o n a l
S p a c e
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  9 , 1  ( 1 9 8 8 )
共 著 者 :  s h i m a ,  L i u ,  N o t o ,  A b e
D e t e c t i o n  o f  n a w s  l n  b a H  b e a n n g s  b y  a n e l y S 玲  o f  v l b r a t i o n  s l g n a l s  d e t e c t e d
b y  t w o  p l c k ・ U P S
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  9 , 2  ( 1 9 8 8 )
共 著 者 :  K e n a i ,  Y u a s a
A method of speech recording in a noisy environment caused by vibration of
Panel
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 9,3 (1988)
共著者: shima, C.Kim, Yuasa, Kanai, Abe
マルチパルス駆動自己回帰過程からの全極型伝達関数と駆動パノレス列の同時推定法
日本音縛学会誌"巻7号 a988)
共著者:金井・,安倍,牧野
交差形配列マイクロホンシステムの感度の空間分布特性
日本音醤学会誌 U巻12号(1988)
共著者:東,打越
全極形伝達系を駆動するマルチハリレス系列の推定
(特異値分解における Taper窓の利用)
日本機械学会論文集第54巻第508号(1988)
共著者:金井
ディジタルフィルタの基礎(その 1),
日本音瓣学会誌44巻5号,6・号,7号
共著者:安倍
Prelimlnary lnvestlgatlon on shape estimatlon of concrete P11e by Ⅶbratlon
analysls
J. Acoust. SOC. Jpn.(E) 10,1 a989)
共著者: Gao, Kaneko, Kanai, Abe, Ma]dno
信号処理による機械系の診断・
電子恬帳通信学会誌 V01.72,
13
テーパ窓を用いた特異値分解と極推定による1次元空間上の
複数音源の位置推定
日本音響学会誌45巻9号 a989)
共著者:金井,永田,安倍,牧野
(その 2 ),(その 3 )
(1988)
監視
(1989)NO.1
